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駿河湾沿岸の検潮井戸応答特性調査と2009年駿河湾地震による津波波形
の補正

In situ measurements of tide gauge response and corrections of tsunami
waveforms from the 2009 Suruga bay earthquake
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2009年8月11日に発生した駿河湾地震による津波は，駿河湾沿岸の田子，焼津験潮場（国土地理
院），内浦，清水港，御前崎検潮所（気象庁）で記録された．これらの験潮場・検潮所では，導
水管によって外海と接続している井戸内で水位変化を記録している．験潮（検潮）記録から外海
での津波波形を推定するには，検潮井戸の応答特性を知る必要があることから，現地で調査を行
った．ポンプを用いて井戸内と外海とに水位差を与え，ポンプを停止した後に回復する井戸内水
位を観測した．田子および焼津験潮場では井戸内と外海とに30～60 cm程度の水位差を与えるこ
とができ，水位回復曲線から推定した応答係数は，1mの水位差についての回復時間で表現する
と，田子で5－7分，焼津で約3分と長かった．内浦検潮所と清水港検潮所ではせいぜい数cmの水
位差しか与えることができず，推定された回復時間は1分以下と津波の周期に比べてずっと短か
った．御前崎検潮所ではポンプによって水位変化をほとんど与えることができず，応答特性の推
定は困難であったが，井戸内水位が短周期の変化を記録していることから，検潮井戸の応答は良
いとみなすことができる．これらの応答係数を用いて駿河湾地震の津波波形を補正した結果，田
子では第1波ピークの到達時刻が1分程度早まり振幅が若干大きくなった．焼津では第1波の到達
が若干早まったが，ピークの振幅はほとんど変化しなかった．内浦検潮所と清水港検潮所では津
波波形の変化はほとんどみられなかった．
調査に際しては，国土地理院と気象庁の関係者にご協力をいただきました．
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